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患者対象

年齢・性別・虚血性心疾患・脳血管障害・血圧
をマッチさせた糖尿病患者３７例（DM群）、非
糖尿病患者１７２例(non DM群)
において、心エコー・頚動脈エコー・脈波伝播

速度を施行して動脈硬化の程度を比較した。
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糖尿病患者のPlaque score
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糖尿病患者の頚動脈径
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糖尿病患者の脈波伝播速度(PWV)
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糖尿病患者の心重量係数
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糖尿病患者の心臓壁厚

P<0.0005

0.40
0.48

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

non DM DM

(n=172) (n=37)

R
W

T



糖尿病患者の心機能
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年齢と脈波伝播速度の相関
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脈波伝播速度とIMTの相関
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脈波伝播速度と血管横断面積の相関
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脈波伝播速度とピーターソンエラスティック
モジュールの相関
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脈波伝播速度とβインデックスの相関
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脈波伝播速度と血管の膨張性の相関
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結論
1. 糖尿病患者のプラークスコア、頚動脈径、脈波伝播速度は非糖尿
病患者にくらべて有意に高かった。

2. 糖尿病患者の心重量係数、心臓の壁厚は非糖尿病患者にくらべ
て有意に厚く、心機能も有意に低下していた。

3. 糖尿病患者の脈波伝播速度は非糖尿病患者にくらべて同年齢に
おいて有意に高かった。

4. 糖尿病患者の頚動脈内膜中膜複合体(IMT)、血管横断面積、ピー
ターソンエラスティックモジュール、β-インデックスは脈波伝播速
度と正の相関を示し、非糖尿病患者にくらべて有意に急峻であっ

た。

5. 糖尿病患者の頚動脈血管の膨張性は脈波伝播速度と負の相関
を示し、非糖尿病患者にくらべて有意に低かった。
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